
荒川区 全国平均

第1期 2 0 0 0 ～0 2 年度 3 5 ,5 5 5円 3 4 ,9 3 2円

第2期 2 0 0 3 ～0 5 年度 施設等での居住費食費徴収
基盤整備の総量規制給付の
適正化スタート

▲2 .3 ％ 3 8 ,9 3 2円 3 9 ,5 16円

第3期 2 0 0 6 ～0 8 年度 新予防給付創設 ▲2 .4 ％ 5 3 ,14 0円 4 8 ,7 2 0円

第4期 2 0 0 9 ～11年度
処遇改善交付金創設
認定制度全面見直し

+ 3 .0 ％ 5 5 ,3 5 6円 5 0 ,2 8 0円

第5期 2 0 12 ～14 年度
処遇改善交付金を介護報酬
に編入

+ 1.2 % 実質
▲0 .8 ％

6 9 ,5 0 4円 5 9 ,6 6 4円

第6期 2 0 15 ～17 年度
利用料2 割負担導入補足給付に
資産要件等を導入

総合事業スタート
特養対象原則要介護3 以上に

▲2 .2 7％
基本報酬

6 7 ,9 4 8円 6 6 ,16 8円

第7期 2 0 18 ～2 0 年度
利用料3 割負担導入
高額介護費の上限額引き上げ

財政インセンティブ導入
生活援助届出制導入

+ 0 .5 4 % 7 1,7 6 0円 7 0 ,4 2 8円

第8期 2 0 2 1～2 3 年度 補足給付の要件厳格化 + 0 .7 ％ 7 7 ,7 6 0円 7 2 ,16 8円

第9期 2 0 2 4 ～2 6 年度 多床室料負担の拡大 + 1.5 9 % 8 3 ,0 4 0円 7 4 ,7 0 0円

介護保険料(基準年額)
利用者負担 給付 介護報酬時期区分

№９２5 ２０２５年５月２５日
日本共産党荒川区議会議員団

区役所控室 ３８０２－４６２７

☆横山事務所

荒川区町屋５－３－５

℡&fax ３８９５－０５０４

２
０
０
０
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
介
護
保
険
制
度
、
４
月
で
25

年
と
な
り
ま
し
た
。
「
介
護
の

社
会
化
」
は
結
局
看
板
倒
れ
に

終
わ
っ
て
い
ま
す
。

給
付
は
削
ら
れ
、
負
担
は
引

上
げ
ら
れ
、
報
酬
は
低
く
据
え

置
か
れ
、
介
護
保
険
料
は
引
上

げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

高
い
介
護
保
険
料
を
多
く
の

場
合
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
必
要

な
時
に
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
な
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
人
手
不
足
と
低
い
介

護
報
酬
に
よ
っ
て
介
護
事
業
所

の
経
営
も
苦
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。２

０
２
４
年
の
介
護
事
業
所

の
倒
産
・
廃
業
は
過
去
最
多
、

と
り
わ
け
昨
年
の
介
護
報
酬
改

定
で
基
本
報
酬
が
引
き
下
げ
ら

れ
た
訪
問
介
護
事
業
所
は
荒
川

区
で
も
２
０
１
５
年
の
65
か
所

か
ら
２
０
２
５
年
は
53
カ
所
に

減
少
し
て
い
ま
す
（
左
グ
ラ
フ
）
。

さ
ら
に
介
護
従
事
者
も
減
少
し
、

在
宅
介
護
の
基
本
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
訪
問
介
護
事
業
の
危
機
が

進
行
し
て
い
ま
す
。

政
府
は
、
３
年
前
に
世
論

と
運
動
で
先
送
り
に
さ
せ
た

①
利
用
料
２
割
負
担
の
拡
大

②
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料
化
③

要
介
護
1
・
２
の
生
活
援
助

サ
ー
ビ
ス
を
介
護
保
険
か
ら

総
合
事
業
へ
の
移
行
を
ま
た

狙
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は

ま
す
ま
す
「
保
険
あ
っ
て
介

護
な
し
」
で
す
。

一
人
暮
ら
し
で
も
在
宅
生

活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
必
要

な
方
が
お
金
の
心
配
な
し
に
施

設
介
護
が
受
け
ら
れ
る
支
援
が

必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
公
費
に
よ

る
介
護
職
員
の
給
与
大
幅
引
上

げ
で
人
材
確
保
を
・
介
護
保
険

財
政
の
国
庫
負
担
割
合
の
引
上

げ
を
な
ど
緊
急
に
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

同
時
に
、
一
番
身
近
な
自
治

体
・
荒
川
区
が
、
介
護
保
険
制

度
の
隙
間
を
埋
め
る
１
人
１
人

に
寄
り
添
っ
た
独
自
の
高
齢
者

福
祉
を
再
構
築
す
る
と
き
で
す
。

定例法律相談

６月２日（月）
１８時～２０時

横山区議事務所

お気軽にご相談を

「
平
成
の
大
合
併
」
に
抗

し
て
自
立
の
道
を
歩
む
町
村

が
開
い
た
「
小
さ
く
て
も
輝

く
自
治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
。

開
催
地
で
あ
る
、
長
野
県

泰
阜
村
で
は
、
１
９
８
０
年

以
降
住
民
の
顔
の
見
え
る
ケ

ア
、
在
宅
福
祉
の
重
視
。

例
え
ば
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

か
ら
戻
っ
た
独
居
高
齢
者
の

介
助
、
冷
暖
房
の
調
整
、
ベ
ッ

ド
の
高
さ
な
ど
細
か
な
支
援

は
、
い
ま
の
介
護
保
険
制
度

で
は
制
約
が
多
く
で
き
ま
せ

ん
。
村
で
は
、
こ
れ
ら
に
対

応
す
る
独
自
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
理
念
は
「
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
は
、
介
護
保
険
の
限
度

額
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
提

供
す
る
」
こ
と
で
す
。
そ
れ

を
具
体
化
す
る
た
め
、
村
独

自
で
次
の
在
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
介
護
保
険
利
用
料
の
自
己

負
担
分
の
６
割
を
公
費
負
担

▽
保
険
限
度
額
超
過
分
は
全

額

公
費
負
担
▽
70
歳
以
上
の

医
療
費
は
1
回
５
０
０
円
、

診
療
所
へ
の
送
迎
無
料
▽
電

話
１
本
で
タ
イ
ム
リ
ー
に
対

応
▽
申
請
は
後
回
し
で
サ
ー

ビ
ス
提
供
▽
独
居
で
も
終
末

ま
で
在
宅
介
護
を
提
供
な
ど

実
施
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
相
次
ぐ

改
悪
の
中
で
も
「
高
齢
者
の

生
活
の
生
活
課
題
を
見
つ
け
、

村
の
事
業
に
す
る
」
こ
と
を

自
治
体
の
基
本
に
据
え
て
い

る
と
い
い
ま
す
。

小
さ
な
村
だ
か
ら
で
は
な

く
、
財
政
力
の
豊
か
な
23
区

・
荒
川
区
で
こ
そ
理
念
・
精

神
に
基
づ
く
介
護

･

高
齢
者
福
祉
の

具
体
化
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

介護サービスの利用に欠かせな

い計画書（ケアプラン）をつくる

介護支援専門員（ケアマネジャー）

の不足が深刻です。担い手を増や

す支援が急がれます。



施行年月日 賃金条項

渋谷区 2013.1.2 〇

足立区 2024.4.1 〇

千代田区 2024.10.1 〇

世田谷区 2015.1.1 〇

目黒区 2018.10.1 〇

新宿区 2019.10.1 〇

杉並区 2020.8.1 〇

葛飾区 2021.4.1 ✕

江戸川区 2021.10.1 〇

中野区 2022.4.1 〇

北区 2023.7.1 〇

台東区 2024.4.１ 〇

墨田区 2024.4.１ 〇

文京区 2025.4.1 〇

豊島区 2025年度予定 〇

23区公契約条例制定の状況

自
転
車
の
危
険
運
転
に
よ

る
事
故
の
増
加
で
道
路
交
通
法

が
改
正
、
昨
年
11
月
か
ら
自
転

車
の
「
な
が
ら
運
転
」
「
酒
気

帯
び
運
転
」
が
刑
事
罰
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
来
年
年
４
月
１
日
か
ら

「
青
切
符
」
に
よ
る
反
則
金
が

導
入
さ
れ
ま
す
。
対
象
と
な
る

の
は
16
歳
以
上
で
、
１
１
３
種

類
の
違
反
行
為
で
、
例
え
ば
な

が
ら
運
転
（
ス
マ
ホ
使
用
）
が

1
万
２
０
０
０
円
、
信
号
無
視

や
逆
走
な
ど
が
６
０
０
０
円
な

ど
、
原
付
バ
イ
ク
と
同
水
準
の

反
則
金
が
課
さ
れ
ま
す
。 

自
転
車
の
歩
道
走
行
も
反
則

金
の
対
象
で
す
が
、
「
小
さ
い

子
も
車
道
を
走
ら
な
く
ち
ゃ
い

け
な
い
？
」
「
路
上
駐
車
が
多

く
て
車
道
を
走
れ
な
い
」
な
ど

の
声
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
は
例

外
と
し
て
走
行
が
認
め
ら
れ
て

お
り
、
危
険
な
運
転
は
取
り
締

ま
り
が
必
要
で
す
が
、
す
べ
て

を
取
り
締
ま
る
こ
と
は
、
な
か

な
か
大
変
で
す
。

区
内
で
も
自
転
車
通
行
帯
な

ど
の
設
置
が
す
す
ん
で
い
ま
す

が
、
自
転
車
の
車
道
走
行
に
危

険
を
感
じ
る
場
面
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

歩
行
者
と
自
転
車
双
方
の
安

全
を
守
る
た
め
、
ル
ー
ル
の
周

知
が
引
き
続
き
大
き
な
課
題
で

す
。同

時
に
、
道
路
の
ペ
イ
ン
ト

だ
け
で
な
く
欧
米
の
よ
う
な
自

転
車
専
用
道
、
自
動
車
の
速
度

規
制
な
ど
、
走
行
環
境
整
備
を

政
治
の
責
任
と
し
て
進
め
る
こ

と
が
国
、
自
治
体
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

法人税実質負担率の推計は、小規模企業が１８・５％、

中堅企業は２０・６％なのに対し大企業は１０・０％と

約半分です。異常な大企業優遇です。大企業優遇税制を

なくし、消費税減税の財源に充てるべきです。

尾
竹
橋
通
り
に
、
春
の
売
り

出
し
フ
ラ
ッ
グ
が
並
ん
で
い
ま

す
。
初
夏
に
な
っ
て
、
次
の
セ
ー

ル
に
移
る
の
で
す
が
、
商
店
街

の
活
性
化
に
は
、
空
き
店
舗
を

作
ら
な
い
、
若
い
方
も
含
め
新

規
開
業
の
支
援
、
そ
し
て
商
店

街
の
「
住
宅
か
」
を
ど
う
防
ぐ

か
な
ど
…
課
題
が
山
積
し
て
い

ま
す
。

思
い
切
っ
て
、
商
店
街
全
体

と
個
店
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

進
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
考

え
る
の
で
す
が
。

横
山
幸
次

日本では、地域公共交通の多くが民間事業者まかせにさ

れ、運賃収入で採算をとるのが当然だとされています。こ

のような国は日本だけだと言われています。フランスでも

ドイツでも、地域公共交通の事業費に対する運賃収入はお

おむね3割～4割ていどで、差額は国や自治体などが補てん

しています。韓国では、ソウル特別市をはじめ大都市でサー

ビス向上のためバス事業が「準公営化」され、収支の不足

額は市が補てんしています。

事業者の経営努力や運賃収入だけで持続可能な地域公共

交通を実現することはできないからです。

地域公共交通は、民営であれ都営であれ、不採算でも支

えることが必要な「公共サービス」だという立場への大転

換が必要です。 （日本共産党都議団の提言から抜粋）

公
契
約
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
、
２
月
の
予
算
特
別
委
員
会

で
滝
口
区
長
は
「
区
長
と
し
て
、

荒
川
区
と
し
て
も
公
契
約
条
例

を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
一

歩
踏
み
出
す
べ
き
と
認
識
し
て

お
り
、
具
体
的
な
検
討
を
開
始

し
、
準
備
を
す
す
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
」
と
答
弁
。

23
区
中
14
区
が
制
定
、
1
区

が
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日

本
共
産
党
は
２
０
０
６
年
２
月

本
会
議
か
ら

繰
り
返
し
求

め
て
き
ま
し

た
。
東
京
土
建
組
合
な
ど
か
ら

長
年
、
要
望
と
し
て
出
て
お
り
、

区
長
答
弁
の
と
お
り
、
一
日
も

早
い
実
現
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

公契約条例とは
自治体が発注する公

共工事や業務委託など

に携わる労働者の賃金

や報酬の下限額を設定

し、自治体や受注者の

責任などを契約事項に

加える条例のことです。


